
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相互理解のもと、課題の解決を 
持続的に図ることのできる、 
支え合いと活力ある地域 

人口構造 

の変化 

個人志向の

高まり 

地域課題の

多様化・山積 

行政だけの
対応は困難 

ニーズや 
ライフスタイ
ルの変化 

・「自分たちの地域のことは 
自分たちが決める」という 
地域づくりの推進 
・地域ごとの特性を活かした 
取組の推進 

・県民の自発的な 
取組による課題解決 
・主体的、自立的な 
地域づくり 

地域社会における社会課題の増加 

県民活動への期待 

地方分権と地方創生の推進 共生・共助の精神に基づく地域
社会づくり 

県民活動を加速化 

イメージ図１（県民活動の必要性） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[地域社会の再構築] 

○課題を寛容に受け止め柔軟に対応できる 

○様々な活動や主体が結びつき、地域が面

として課題に対応できる 

○多様な個と多様な組織による相乗効果の 

増大と、更なる持続可能な地域づくりへの 

期待。 

 

 

行政による従来型の施策だけでは対応が 

難しい課題に、「地域として」対応できる 

社会に 

県民活動の発展 

体験⇒参加⇒参画⇒地域での定着へ 

   

・能力発揮や自己表現の機会 

 ・新しい価値や居場所の発見 

  ⇒自己実現、 

自助や互助の高まり 

県民活動の芽生え 

自分の関心や課題意識に基づい 

て、それぞれが考える、より豊かな 

地域づくりに向けて取組を始める 

・グループ化や法人化による 

課題解決能力の高まり 

・地域からの信頼の高まり 

・地域への愛着の高まり 

・行政などの地域の主体との 

協働の進展 

⇒地域との関係性や自己の 

役割の再考 

 

活動の拡がりや深まり 

自分らしい関わり方の模索 

関わり方の例 

・出来る範囲で活動を継続 

・新しい活動への挑戦 

・同じ分野で活躍する 

団体に合流 

・寄附やイベント参加 

による応援 

地域へのゆるやかな関わり方 

共生・共助 

の高まり 

 

・県民活動を通した、「ひと」を軸

にした地域のつながりづくり 

・世代や国籍、障がいの有無な

どの枠を超えて、様々な主体

が、それぞれの「できること」を持

ち寄れる地域へ 

 

住民と行政がいっしょに、地

域のことを考え、担っていく

ことができる地域へ 

⇒地域の特性や課題に応じ

た、取組や事業、制度づくり

の進展へ 

住民と行政の協働 

による地域づくり 

・地域のことを知り、新しい発見ができる機会の提供 

・地域における、県民活動の情報の把握と発信 

・地域への携わり方は様々であることを知り、体験する機会の提供 

・必要となる能力の研さんやつながりづくりの機会の提供 

・活動の受け皿となる制度の充実化や適正化 

県民活動推進の施策の例 

・活動の発展に向けた支援 （NPO法人化などの手法や先行団体の取組を学ぶ場） 

・地域の様々な主体の相互理解の促進となる場づくり 

・活動の発展の機会となる制度の充実化や適正化 

・地域のつながりの維持や向上に向けた支援 

・協働に向けた適切なコーディネートができる人材の育成 

地域のことを知

る機会や、活動

の場が必要 

必要な能力研鑽、

他者への理解や 

連携・協働が必要 

NPO法人化や広報

力などの手法を学

ぶ機会や、先行事

例の情報が必要 

適切な協働のあり方

の検討や対話が必要 

地方分権や地方創生の一層の

加速化 

共生や共助のさらなる高まり 

持続的な発展のできる、支え

合いと活力ある地域 

ライフステージに応

じてどんな関わり方

ができるか考える機

会が必要 

どんな主体との

連携が有効か、

情報が必要 

・住民と行政の相互理解に向けた場づくり 

・他地域における取組状況などの情報共有 

・行政の事業を地域と協働できるか試行する制度の充実化や適正化 

 

イメージ図２   県民活動から始まる、県民活動による、 

持続可能な発展のできる支え合いと活力ある地域づくり 

・活動の裾野を広げる 

・課題に気づく機会づくり 

・能力研さんや発揮 

・新たな価値、課題を発見 

・ノウハウの蓄積 ・行政との協働 

・世代などの枠を超えてつなげる 

・より深く取り組みたいことの発見 

・ひとを軸にしたつながり 

 

上段の   ：組織（NPO、企業、大学など）が行う県民活動と、その発展 

中段の    ：行政による多様な主体が地域に参加する支援やコーディネート、場づくり 

下段の   ：個人が行う県民活動と、その発展 

☆個人が、団体の活動を参加の機会として活用するなど、相互に連携して取り組むこと

は、それぞれの今後の活動の発展や、地域づくりにおいて、重要な意義を持つ 

地域における「主

体」、「世代」、「分野」

を超えたつながりづく

りが必要 

イメージ図２ 県民活動と地域づくり ～県民活動から始まる、県民活動による、 

持続可能な発展のできる支え合いと活力ある地域づくり～ 

連携 

協働 

連携 

協働 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県民活動 

持続的に発展のできる、支え合いと活力ある地域 
 

県内各地域における交流の促進 

加速化 

イメージ図３ （支え合いと活力ある千葉県） 

協働による 
地域づくり 

共生・共助の精
神に基づく地域
社会づくり 

地方分権と地方創生の推進 

 

国外・県外の
様々な「ひと」 

県内各地での 
地域間の交流 

交流による
発見や活力 

・東京2020大会（共生社会の実現など） 
・本県の地理的優位性（交流人口など） 

加速化 

地域のみんなで創る 
支え合いと活力ある 
千葉県 


